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令和２年度 第５回倫理委員会議事録 

 

１ 日 時  令和２年６月９日(火）１５：００～１５：２０ 

２ 場 所  東広島医療センター 大会議室 

３ 決裁者  (委員長)副院長 

(副委員長)臨床研究部長 

(委  員)統括診療部長、小野診療部長、事務部長、看護部長 

薬剤部長 

       (外部委員)荒瀧委員、山崎委員、宮本委員、小埜委員 

               欠席：森田医局長、貞友治験管理室長 

４．議事要旨 

委員長：本倫理委員会は委員の３分の２以上が出席しておりますので、成立いたします。倫理審

査申請案件１議題について審議願います。 

 

受付番号  2020-10 

研究課題   筋肉の量や質が肺がん手術に与える影響（術前ＣＴによる評価） 

  

申 請 者  独立行政法人国立病院機構病院 東広島医療センター 

         呼吸器外科部長 原田 洋明 

【説明事項】 昨今、がんの予後に関する因子としてサルコペニアが注目されている。サルコペニ
アとは年齢や全身状態の低下に伴い全身の筋肉量低下から身体機能の低下をきたし
た状態とされる。筋肉量の測定方法として CTによる評価が進んできており、本研究
では術前 CTで筋肉量にくわえて筋肉の質について評価し、肺がん術後の予後等と関
連性を評価する。 
過去に当院で肺がんにて手術を施行した患者さんを対象に、術前の CTを用いて解析
ソフト（Vincent）による筋肉量を測定する。また脂肪組織の CT値と筋肉組織の CT
値を用いた解析により筋肉の質を評価し、これが肺がん術後の予後や合併症などと
関連するかについて検討を行う。 
2012 年度から 2015 年度の 4 年間（観察機関が 4 年以上経過）の患者をまず対象に
評価し、関連性が認められた場合は調査対象を広げて解析を行う予定である。 

【審議結果】 全出席委員の同意により、承認とする。 

 

受付番号  2020-11 

研究課題   繰返し入院する慢性心不全患者を対象としたASV療法の予後に関する前向きコホー

ト研究：再入院や死亡に関する影響を検討する縦断的観察研究-SAVIOR-L 

申 請 者  独立行政法人国立病院機構病院 東広島医療センター 

        循環器内科部長 小野 裕二郎 

【説明事項】 研究代表医師及び、研究期間が延長になり承認事項変更願いを提出した。 

【審議結果】 全出席委員の同意により、承認とする。 

 

受付番号  2020-12 

研究課題   肝細胞癌に対するネクサバール治療の多施設予後調査 

申 請 者  独立行政法人国立病院機構病院 東広島医療センター 

         消化器内科医師 苗代 典昭 

【説明事項】 研究担当者及び研究期間の変更による申請。 

【審議結果】 全出席委員の同意により、承認とする。 
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※倫理委員会開催日程の変更について 

 管理課長（事務局）から、日程変更について別紙資料により説明。 

 毎月第２火曜日 → 毎月第１金曜日に変更 開催時間は今までどおり 

 全出席委員の同意により承認された。 

 

以上 


